
この度はチョコ停ウォッチャー（以下、本機とする）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用になる前に「取扱説明書」をよくお読みになり、安全上のご注意をご理解の上、正しく本
機の取扱い /設置を行ってください。なお、お読みになった後は本書を大切に保管してください。

本取扱説明書で使われている略語は以下のとおりです。

SDカード

PC

WMP

リレー

撮影した動画や写真を記録するカードです。

ADRVIEW 撮影したデータを再生する PCアプリです。

本機で撮影した動画を再生する Windows パソ
コンを示します。

Windows Media Playerを示します。

コイルに電流を流すことでスイッチを ON/OFF
するメカニカルリレーです。

PLC 工場設備を制御するシーケンサです。
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C. 再生する
D. ファイルの削除やロック /非ロックを切替える
E. トリガーを入力する
F. ビューアー (ADRVIEW)で確認する
G. 時計のバックアップについて

I. フォルダ名 / ファイル名について
II. SDカードに保存できる録画時間について

Q&A
エラー表示一覧
本体仕様
製品保証書

III. 本機の初期化（工場出荷状態へ戻す）
方法について

IV. 録画動作の仕組み
V. トリガー保存中のファイルに、新
たなトリガーが入った場合

VI. お手入れ方法

お客様やご使用になる方への危害や財産の損害を未然に防止するために、必ずお守りいただくことを説明して
います。
■ 誤った取扱いをした時に生じる危害や障害の程度
を区分して説明しています。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

「人命に関わる事故や重傷を負う可能性また
は設置場所に深刻な影響を及ぼす可能性が想
定される内容」を示しています。
「人がケガを負う可能性または物的損害の発生
の可能性が想定される内容」を示しています。

「必ず実行すること」を示しています。

「してはいけないこと」を示しています。

補足説明や便利な使い方を説明しています。

製造ライン等への取付けは「周囲の機器
設備に干渉がなく適切な場所」に行う。
感電・火災など故障の原因になりますので、本機を
以下のような場所に設置しないでください。
強い磁界・静電気・振動が発生する場所。
火気の周辺または熱気のこもる場所。
直射日光があたる場所。
漏電・漏水の危険がある場所。
油煙・湯気・湿気や粉塵の多い場所。

• 本機は国内仕様となっております。
日本国外でご使用された場合、当社ではいかなる
責任も負いかねます。

• 本機を使用したことにより生じた、人体・設備・財
産等の直接的・間接的を問わずいかなる結果に対し
て、弊社は一切の責任を負わないものとします。

• SD、SDHCは、SD Associationの商標または登録商標です。
• その他、製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。

• 本機を取付けたことによる直接的・間接的を問わ
ずあらゆる故障・事故等及びそれに付随する損害、
損失についても、当社は一切その責任を負いません。
また、本機を使用して記録された映像は裁判等で
証拠能力を保証するものではありません。

• 本書の仕様の一部は改善のため、予告なく修正・
変更することがあります。あらかじめご了承くだ
さい。

万が一、異常が発生した時や本機から
異臭や煙が出た時は…
直ちに使用を中止し、給電を止め、コネクタを抜い
てください。その後本機をご使用にならず、販売店
までご連絡ください。

SD カードの差込口やその他コネクタに
異物を入れない。
感電や火災など人的・物的損害あるいは故障の原因
となります。

濡れた手や水気の多い場所での使用、
保管は行わない。
本機内部に水や液体などが入ると、感電や火災など
人的・物的損害あるいは故障の原因となります。

本機を分解したり、改造したりしない。
感電や火災など人的・物的損害あるいは故障の原因
となります。また、本機が保証の対象外となる場合
があります。

本機や SD カードの温度が高くなること
があります。
取付台に設置し撮影を行い、動作中（後）の本機取扱
いや SD カードの抜き取りについては、やけどに注
意してください。

取付けは確実に行う。
正しく取付けをされないと、製品が脱落しケガをす
る恐れがあるだけでなく、取付け場所によっては設
備の損傷・故障の原因となります。据付け・接続・
保守は取付け場所の管理者と相談の上、必ず電気設
備の施工法、関連法規などを熟知し、適切な技能を
有する方が行ってください。

日本国外での使用に対する現地の法令、規則等について
は、弊社ではお答えすることができません。

はじめてお使いの方へ

1 本体 / 付属品の確認をします
STEP

本機を使用する前に、必ず本体および付属品をご確認ください

2 事前の準備をします
STEP

本機との接続や設定、動作をさせるために必要になる機材をご用意ください。

3 SDカード（別売）を準備します
STEP

6 本機の初期設定を行います
STEP

3-1.　SDカードの準備とフォーマット

チョコ停ウォッチャー
（本機）

取付台 コネクタ端子 ボタン電池
(CR2032)

取扱説明書
(本書)

1-1.　各部名称

1-2.　電源キー、Functionキー

1-3.　構成図

1-4.　外形寸法図

スピーカー

レンズ

マイク

SDカード
挿入口

電池蓋

取付台
固定スロット

LCDモニタ

手動トリガーボタン

Functionキー

RESET
スイッチ

【底面】

汎用小ネジ穴
（市販雲台等取付用）

銘板

取付台固定スロット

【正面】 【背面】

電源ランプ

micro
USBポート
電源及びトリガー
入力用コネクタ

取付台
固定スロット

• 市販のSDカードをご使用になる場合は、本機で正しく動作することをご確認の上、ご使用ください。推奨品以外のSD
カードと本機の相性による動作については、保証を致しかねますのであらかじめご了承ください。

• ボタン電池は爪でロックされており、その爪を広げることで簡単にボタン電池を取り外ずすことができます。
故障の原因になりますので、ドライバーなどで無理に外さないようにしてください。

設定時に、外部トリガー入力をOFF→ONにしないでください。設定時に外部トリガー入力をOFF→ONにすると
キー操作をしていないのにLCD上のカーソルが移動することがあります。

電源ボタンの短押しで電源 OFF する前に給電を止めると、SD カード内のファイルの生成処理が完了していない動画につい
ては保証されず、SDカード自体および SDカード内のファイルが壊れる可能性があります。または、SDカード内に不良セク
タが生成され、録画領域が圧迫されるおそれがあります。STEP３の「SDカード（別売）を準備をします。」の注意「SDカードの
定期的なフォーマット処理の必要性について」を参照して、SDカードの定期的なフォーマットをしてください。

• 破損ファイルについて
本機動作中に SDカードを抜いた場合は録画が停止します。なお、生成中のファイルが破損する場合があります。

• SDカードの定期的なフォーマット処理の必要性について
録画ファイルを記録する SDカードは、録画中の電源 OFF操作、録画中の SDカードの抜き挿しなどによって、不良セクタが
発生することがあります。
そのため必要なファイルを PC等に保存した上で、定期的に PCもしくは本機の機能（「システム設定」－「SDカードの初期
化」）で SDカードのフォーマット処理を行ってください。これを行わずに使用し続けた場合、SDカードの寿命が短くなる
ことや、必要なファイルの保存が行われなくなるおそれがあります。

• SDカードの寿命について
SDカードには寿命があります。一般的には SDカードでは書き換え保証回数は 2000回程度です。本機の場合、32GBの
SDカードで FullHD設定 /24時間連続録画を行うと、約 1年の寿命となります。

• 芯線のヒダ線による隣極間での短絡に充分ご注意ください。
• 芯線の先端に予備ハンダはしないでください。
• 信号線は無電圧（ドライ）接点のみ対応しています。
• ネジのゆるみ・電線の抜けを防止するため、端子ネジを締め
付ける時は、端子ネジの寸法と合致した精密マイナスドライ
バーをお使いください。
端子ネジ締め付けトルク：0.22～ 0.25 N･m

本機に電源を供給する際に使用します。

DC電源

SDカード

出力電圧

PC ・Windows7、8.1、10が動作するパソコン
・推奨SDカードを読み込み可能なパソコン

定格電力

DC5V～48V 

本機定格電力よりも余裕の
ある10W以上を推奨します。

本機の電源用線及びトリガー信号用線とし
て使用します。

本機コネクタ端子台に配線をする際に使用
します。“STEP  3   SDカード（別売）

を準備します”を参照して
ください。

トリガー信号線 / 
電源接続用電線

精密マイナス
ドライバー

USB2.0対応ケーブル
USB[A]オス-USB[microB]オス
パソコンと本機を接続する際に使用します。
（必要に応じてご準備ください。）

USBケーブル

適合電線サイズ AWG28-16

① SDカードを準備してください。推奨するSDカードは下表の通りです。

本機の初期設定には、次の3種類があります。
• 動画モード設定
• 撮影モード設定
• システム設定

操作手順
1. 録画画面の状態で、[MENU]キーを押すと、設定画面に移ります。
2. この状態で、[MENU]キーを押すと、「動画モード設定」「撮影モード設定」「システム設定」
「動画を確認する」に順次切替ができます。

• 動画を設定する場合は、「動画モード設定」の各項目を設定します。
• 写真撮影を設定する場合は、「撮影モード設定」の各項目を設定します。
• 日付その他の本機の設定をする場合は、「システム設定」の各項目を設定します。

3. 各項目は、▲（上選択）キーまたは▼（下選択）キーで変更する項目を選択し、OK（決定）キーで選択を確定します。
4. 録画画面に戻るには「録画を確認する」にて [録画に戻る ]を選択します。

5 配線を行い、電源を投入します
STEP

5-1.　配線から電源のONまで
下図を参考にコネクタ端子にトリガー信号線と電源接続用電線を取付けてください。

4 ボタン電池を取り付けます
STEP

工場出荷時には、あらかじめボタン電池が装着されていますが、絶縁シートで無効になっています。
ボタン電池下の絶縁シートを取り除いて有効にします。ボタン電池の交換の際も同様に行ってください。

3-2.　SDカードの挿入/取り出し

① 本体側面のSDカード挿入口のカバーを開け、右図のとおり「カ
チッ」と音がするまで挿入口に差し込んでください。挿入の際
は、SDカードの向きに注意してください。

② 取り出しの際は、SDカードを「カチッ」と音がするまで押し込む
と、SDカードが少し飛び出るので取り出すことができます。

③ SDカードの挿入 /取り出しを行わない時は、SDカード挿入口の
カバーをしっかりと閉じてください。

② 準備したSDカードをFAT32形式で正しく
フォーマットを行ってください。なおSD
カードを本機へ挿入すると下図のように
D C I M フ ォ ル ダ と ビ ュ ー ア ー の
ADRVIEW.EXEが自動生成されます。

PCでフォーマットする場合のファイルシステムは、必ずFATを選択してください。
NTFSやexFATでは動作いたしません。

STEP6「本機の初期設定を行います。」の
システム設定 / SDカードの初期化を参照してください。

各項目の工場出荷時の初期値は各種設定一覧に記
載しています。必要に応じて変更してください。
なお、日時については必ず設定してください。

SDカード
挿入口 SDカード

1. フタをスライドする 2. 爪を広げて、
ボタン電池を外す。

3. 絶縁シートを取り除く 4. ボタン電池を再度取り
付けてフタをする

① トリガー信号線と電源接続用電線の被覆を右図どおり
に加工してください。

② 本書及び本機印字に従い、電圧及び＋/－極性に注意し
て配線してください。

5-2.　電源のON
• 本機に給電する
• 電源給電の状態で電源キーを長押し
のいずれかで電源ONとなります。
電源をONにすると自動で録画を開始します。

5-3.　電源のOFF
電源ボタンを短押しすると電源OFFになります。
LCD画面と電源ランプが消えるまで給電を止めないで下さい。

③ 配線後、コネクタを本機へ取付けてください。

④ 電源投入後、電源ランプが点灯し、LCD画面が表示さ
れ自動的に録画開始となります。

電源投入後直ぐに電源ランプが点灯しない場合、電源が給
電されていない可能性がありますので、コネクタを抜いて
配線を見直してください。

トリガー信号の接続の詳細は、“Function  E 
トリガーを入力する”をご参照ください。
また必ず無電圧接点としてください。

各種初期設定一覧 工場出荷時設定

メニュータブ 項目 詳細 

動画モード設定
(動画設定 )

映像サイズ 録画ファイルのサイズ： 1280×720（HD） 1920×1080（フル HD）

録画時間設定 1ファイルあたりの録画時間： 1分 3分 5分

録音 録画時の音声入力： ON OFF

ナイトビジョンの強化 暗時にモノクロ撮影に切り替え： ON OFF

撮影モード設定
（写真設定） 

写真サイズ 写真のサイズ： 2M 3M 5M

録画画質 写真画質： 標準 良い 最高

シャープネス 撮影画像のコントラスト： 強い 標準 弱い

タイムスタンプ
日付時刻埋込：
OFF 日付（YYYY/MM/DD） 日時 /時間（YYYY/MM/DD、HH:MM）

システム設定  

日時設定 日時を設定： 2014/01/01

画面オート OFF
LCDオート OFF時間：
画面が OFFしていても TRIGを受け付けることができます。

無効（常時点灯） 30秒 60秒

操作音 操作音出力： ON OFF

周波数切替
（ちらつき軽減）

ちらつき軽減周波数： 60Hz 50Hz

撮影対象 (蛍光灯 / LEDライト等 )の点灯周波数に合わせます。
（例：60Hzの電源では、60Hzに合わせる。）

音量設定 スピーカー音量： 100% 75% 50% 25% 0%

SDカードの初期化 「はい」で SDカードのフォーマットを実行： 　　はい　　　いいえ

言語選択 表示言語： English 繁體中文  簡体中文  日本語

設定初期化 「はい」で工場出荷設定戻しを実行： 　　いいえ　　　　はい

バージョン情報 本機のファームウェアバージョンの表示：

録画画面 ①録画を確認する ②動画モード設定

③撮影モード設定④システム設定

MENUキー

MENUキー

[録画に
戻る]

MENUキー

MENUキー

MENUキー

撮影画面撮影画面

撮影対象

SDカード
（別売）

構成１ 本機での録画と再生 

PC(市販品)DC電源
（市販品）

リレー
（市販品）

DC5V～ 48V 

15.5cm～∞ 

本機

PLCなど（市販品）

構成２
PCでの

高解像度再生

TRIG
0.5秒以上ON

ON / OFF

電源ON：長押し
電源OFF：短押し

撮影モード 

再生モード 

設定モード 

MENU

設定画面へ

停止

戻る

MUTE

マイクOFF

早送り / 次ファイル

上選択

TRIG

強制トリガー

前ファイル / 逆送り

下選択

MOV / PIC

動画 / 写真切り替え

再生 / 一時停止

決定

TRIG
RESET POWER

10.5 26.0 82.0 41

27

12
8.

4

83
.0

単位：mm

仕様 規格 容量 最大32GB

推奨
メーカー

型       式 NSD4-032GH(B**MH) 

クラス 動作温度SDHC

ハギワラソリューションズ株式会社 

Class4 0℃～ 70℃

SDカード

DCIMフォルダ
[YYYYMM]フォルダ *.MOV形式の動画データ保存用フォルダです。 

DCIM0001フォルダ *.JPG形式の写真データ保存用フォルダです。 

ADRVIEW.EXE 

本機で撮影した動画及び写真データ用のトップフォルダです。 

7 本機の取り付け調整をします
STEP

取付台に本機を取付け、ネジでしっかりと台座を固定してください。“安全上のご注意”をよくご理解いただき、
適切な場所へネジ止めしてください。

底部 3M 仮止め用
両面テープ厚み：1.00mm

方法 1　付属の取付台を使用する。
（下図の 3方向の取り付けが可能です。）

方法２　市販の三脚などに装着する

本機底面の汎用小ネジ穴は、市販の三脚
等に装着することも可能なカメラ用の
国際規格1/4-20UNCに準拠しています。

下に取付け

横に取付け

上に取付け

M4ネジ×2個で取り付
けます。

4.
00

（
49

.4
0）

54.50

40.00

33
.5

0

2-φ4.50

5.00
10.00
12.10

23.00

取付台は、両面テープで
仮取付け後、ネジ（M4×2箇所）にて
しっかりと固定してください。

チョコ停ウォッチャー 
IB-ECT001
取扱説明書

精密
ドライバー

端子ネジ

①

①
②
③
④

④DC5V～ 48V

電源ランプ

←→ DC電源 + V
←→ DC電源－V

トリガーデバイス
（PLCなど）

③GND
②GND

①TRIG

コネクタ

本図付属のコネクタの仕様
メーカー名 オムロン株式会社

XW4B-04B1-H1

AWG28-16電源サイズ
型　　式

締める

①

②

③

④

内部等価回路

TRIG

GND

GND

DC5V～ 48V

ト
リ
ガ
ー
入
力
回
路

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｇ

キ
ー

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｇ

ボ
タ
ン

電
源
回
路

【底面】

銘板

汎用小ネジ穴

7±1mm

“Function  E トリガーを
入力する”も参照してく
ださい。

電源 ON



• 録画する
録画は下記のいずれかにて自動で開始して
SDカードに非ロックの動画を繰り返し保存します。
・ 電源 ONする
・ 「録画を確認する」画面で [録画に戻る ]を実行
・ 「撮影画面」でMOV/PICキーを押す
TRIGを入力すると、TRIGを入力した時点とその前後の３つのファイルをロック（上書き禁止に）します。

• 写真を撮る
録画画面で、MOV/PICキーを押すと、撮影画面に切り替わります。（録画は停止します。）
この状態で TRIGキーを押す、または TRIG信号を入力すると写真を撮影し、SDカードに保存します。

対応規格 VCCI CLASS B、RoHS

取付台固定ネジ M4 ネジ /ボルト /ナット
本体底面汎用小ネジ穴 1/4 –20UNC

防塵・防水 非対応
主な筐体素材 ABS

その他の操作・設定
A 本機のLCD画面について

Function

録画する、写真を撮るB
Function

I フォルダ名 /ファイル名について
Advise

II SDカードに保存できる録画時間について
Advise

本体仕様

エラー表示一覧

本機は国内仕様となっております。日本国外でご使用された場合、当社はいかなる責任も負いかねます。

■  本体仕様

■  ビューアー仕様

品名 / 型名 チョコ停ウォッチャー / IB-ECT001

LCD表示 2.3インチ　TFT　LCDカラーディスプレー
LCD表示言語 日本語 /英語 /中国語（繁体・簡体）　*1

イメージセンサ 約 237万画素 　1/4.4inch CMOSセンサ
レンズ F=2.0

画角 水平 85°
撮影距離 約 15.5cm～∞
録画ファイル MOV形式
AV記録フォーマット MPEG-4 AVC/H.264

動画画質 1080p（1920×1080 30fps）
720p（1280×720 30fps）

写真サイズ 5M、3M、2M

写真画質 最高 /良い /標準
記録メディア SD card MAX32GB Class4以上（別売）

［スタンダードサイズ］
マイク / スピーカー 無指向性モノラルマイク /モノラル
リアルタイムクロック リアルタイムクロック内蔵（日付、時間）月差±90秒

リチウムボタン電池（CR2032）  電池寿命約 2年 *2時計バックアップ

インタフェース USB2.0 Micro-B コネクタ
端子仕様 本体側端子型式 ： オムロン株式会社製 XW4A-04B1-H1

適合コネクタ型式 ： XW4B-04B1-H1（付属品）

推奨 SDカード メーカー：ハギワラソリューションズ株式会社
NSD4-032GH（B**MH） calss4 32GB

トリガー入力 ドライ接点（無電圧接点、最小接点 ON時間 500msec）
電源入力 /定格電力 DC5V－48V±10% / 4.5Ｗ
動作温度 /湿度範囲 0℃～ 50℃ / 10%～ 80%（結露なきこと）
保存温度 /湿度範囲 -10℃～ 70℃ / 0%～ 80%（結露なきこと）
寸法 /重量 82×83×26ｍｍ（突起部含まず） / 約 120g

製品保証書 ［保証規定］※必ずお読みください。 保証期間 ご購入日より1年間

製品名・型式 チョコ停ウォッチャー IB-ECT001 製造番号 ご購入日 　　年　　月　　日

お客様 フリガナ
お 名 前

ご 住 所 〒　　　－

販売店・工務店
電機施工店

店名・住所 〒　　　－
様

この保証規定は、お客様がお買い上げ頂いた製品に関して、因幡電機産業株式会社（以下、「弊社」といいます）が保証する内容について明記し
ています。
第1条（目的）
1．本規定は、弊社の製品（以下、「本製品」といいます）に関する保証責任の取扱い
について定めるものとします。

2．お客様が本製品の使用を開始された時点で、お客様は本規定に同意して頂いたも
のとし、お客様と弊社との間で本規定の効力が有効に生ずるものとします。

第2条（保証対象および保証期間）
弊社は、お客様が本製品を購入された日から1年以内（以下、「保証期間」といいま
す）に本製品について、以下の各号のいずれかに該当した場合（以下、「不良」とい
います）、次条に定める保証責任を負うものとします。
　①本製品の外形または内部に本製品の用途または機能を損なう変質または変形が
発生した場合

　②本製品が製品仕様書に定められた性能を発揮しない場合
第3条（保証内容）
1． っよに量裁のら自）すまいいと」品良不「、下以（合場たじ生が良不に品製本、は社弊
て無償による修理または代替品の提供のいずれかの措置を講じるものとします。

2．弊社が前項の措置を講じた場合、当該措置がなされた本製品の保証期間は、当初
の不良品に関する保証期間と同一とします。

3．弊社が第1項に基づきお客様に対して本製品の代替品の提供を行った場合、弊社
において回収致しました不良品の所有権は、弊社に帰属するものとします。

4．弊社は、第1項の代替品の提供に関して、製造中止等の諸事情により同一製品を
提供できない場合には、自らの裁量により本製品と同等以上の性能を有する製品
を提供できるものとします。

第4条（免責事項）
1．弊社は、以下の各号のいずれかに該当する場合、不良に関して前条に定める保証
責任を負わないものとします。

　①本製品の輸送・運搬中に発生した衝撃・落下等の外部的要因により不良が発生し
た場合

　②本製品の製品仕様書・取扱説明書・取り扱い上の注意等に違反することにより不
良が発生した場合

　③本製品が設置または接続された装置・機器・車両・船舶・建造物・ソフトウェア
等による外的要因に起因して不良が発生した場合

　④お客様または第三者が事前に弊社の承諾を得ることなく本製品の分解・改造・補
修・付属品取付等を行ったことにより不良が発生した場合

　⑤お客様または第三者の故意または過失により不良が発生した場合
　⑥お客様が第5条第3項の禁止事項に違反した結果、不良が発生した場合
　⑦火災・地震・台風・落雷等の天災地変または公害・塩害・静電気・停電・異常電圧
等の外部的要因に起因して不良が発生した場合

　⑧本製品の販売時点における科学または技術に関する知見によっては、弊社が不
良を予測することができない場合

　⑨通常使用に基づく本製品の自然消耗または経年劣化により不良が発生した場合
　⑩本製品が日本以外の国において使用されたことにより不良が発生した場合
　⑪保証期間の満了後に不良が発生し、お客様において当該不良が保証期間内に発
生したことを証明することができない場合

　⑫弊社に対して本書のご提示がない場合
2．弊社は、第3条第1項の措置の実施の有無を問わず、不良に起因してお客様に生
じた通常損害、特別損害、機会損失、逸失利益、事故補償、当社製品以外の製品
（本製品と通信回線等により接続されているか否かを問いません）に関する損傷、
損失、不具合、データ損失および不良を修補するための費用（人件費、工事費、

交通費、運送費等をいいますが、これらに限られません）のいずれに関しても、
一切の責任を負わないものとします。

3．お客様が使用されるシステム・機械・装置等への本製品の適合性はお客様自身で
ご確認いただくものとし、弊社はこれらとの本製品の適合性について一切の責任
を負わないものとします。

第5条（ソフトウェアの取扱い）
1． ）すまいいと」アェウトフソ本「、下以（アェウトフソるあで者権作著が社弊に品製本
が内蔵されている場合、弊社は、お客様に対して本ソフトウェアを日本国内で使
用する非独占的で譲渡不能な使用権を許諾するものとします。

2．弊社は、本ソフトウェアの機能を向上させるべく、自らの裁量により本ソフトウェ
アをバージョンアップすることができるものとします。弊社は、ソフトウェアの
バージョンアップに起因してお客様に生じた通常損害、特別損害、機会損失、逸
失利益、事故補償、当社製品以外の製品（本製品と通信回線等により接続されて
いるか否かを問いません）に関する損傷、損失、不具合、データ損失および不良
を修補するための費用（人件費、工事費、交通費、運送費等をいいますが、これ
らに限られません）のいずれに関しても、一切の責任を負わないものとします。

3．お客様は、事前に弊社の承諾を得ることなく、以下の各号の行為を行ってはなら
ないものとします。

　①本ソフトウェアを複製すること
　②本ソフトウェアの改変・結合・リバースエンジニアリング・逆コンパイル・逆ア
センブル等を行うこと

　③本ソフトウェアを第三者に対して再使用許諾・貸与・レンタル・転売すること
　④本ソフトウェアを第三者に送信可能な状態でネットワーク上に蓄積すること
　⑤本ソフトウェアに付されている著作権表示およびその他の権利表示を除去する
こと

第６条（その他）
1．本製品に関する製品仕様書・取扱説明書・カタログ等の記載内容は、事前に予告
なしに変更する場合があります。

2．本製品に関する弊社の責任は、本規定をもって全てとし、弊社はこれ以外に一切
の責任を負わないものとします。

3．本保証書は、日本国内においてのみ有効に効力を生ずるものとします。お客様ま
たは第三者が本製品を海外へ輸出される場合、本規定の適用は除外されるものと
し、本製品に関する全ての責任は、輸出元に帰属するものとします。

4．弊社は、お客様による紛失・損傷等の事由を問わず、お客様に対して本書の再発
行を行わないものとします。

5．本書は、本書に明示した条件に基づき保証をお約束するものです。従って、本書
によって弊社およびそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限する
ものではありません。

第7条（準拠法および管轄裁判所）
本規定は、日本法を準拠法とし、日本法に従って解釈されるものとします。本規
定の履行および解釈に関して紛争が生じたときは、大阪地方裁判所を第一審の専
属的合意管轄裁判所とするものとします。

以上

大阪市西区立売堀4丁目11番14号
因幡電機産業株式会社　産業システム事業部

製品保証書でお買い上げ日が確認できない場合、お買い上げ日が確認できる納品書等のご提示をお願いするこ
とがあります。

◆お客様の個人情報は、本製品に関するご相談及び修理等に関する対応に利用いたします。

産業システム事業部
〒550-0012
大阪市西区立売堀4丁目11番14号
TEL 06-4391-1852 FAX 06-4391-1768

本書の記載内容について、ご不明な点は https://www.e-inaba.ne.jp/のお問い合わせフォームをご利用ください。

トリガーを入力するE
Function

1. トリガーの入力方法
外部端子のTRIG信号または
本機のTRIGボタン/TRIGキーにて入力します。

2. TRIG信号の入力仕様

３. TRIG信号の接続例

TRIGはONのままでも1度しか受け付けません。再度TRIGを入れる場合は、OFFに戻してから再度ONしてください。

動画データの保存フォルダについて：
• ADRVIEWは、SDカードの DCIMフォルダの中に動画ファイル /写真ファイルがあることを前提にしています。
• SDカードの動画ファイルなどを PCへコピー /移動している場合は、
上記のフォルダアイコン       の機能で、直接フォルダやファイルを
参照することで、再生することが可能になります。

トリガーポイントの確認方法
• 最初に、ファイルリストから赤色のロックファイルを探して再生
します。

• 再生中に、再生画面の右下に赤いドットが表示されたときが、
トリガーが入力されたときです。

• その手前をスロー再生するなどで、なぜトリガーが入力されたかの解析にお役立てください。
• さらにトリガーポイントより離れた時間の動画確認は、手前のロックファイルや非ロックファイル（上書きされて
いない場合のみ）を確認してください。

再生時：
◀◀キー 逆倍速再生
▶▶キー 倍速再生

停止時：
▶|キー 次ファイル
|◀キー 前ファイル

（逆 x16、逆 x8、逆 x4、逆 x2、
順 x2、順 x4、順 x8、順 x16）

PCのWMPなどの汎用のプレーヤーで
再生することもできます。

PC のエクスプローラーで削除する場合は、ファイルを
選択して削除を実行して下さい。ロックファイルを削除
する場合は、先にファイルのプロパティで「読み取り専
用」のチェックマークを解除してからファイルの削除を
実行してください。

方法 2-2に関して、USBケーブルを接続し、コネクタ端子か
ら電源供給していない状態で、電源を ONにしてください。

管理者ユーザーで実行するか、管理者権限で実行し、要求があ
れば管理者のパスワードを入力してください。

トリガータイミングのロックファイルとその前後のロックファイルは、
ADRVIEWのファイルリスト上で赤い錠マークと黄色の錠マークで区別することができます。

ADRVIEWはロック /非ロックの切替はで
きません。

複数のリレー出力の片方が共通のタイプならびに、トランジスタ出
力（シンクタイプ）の場合、OUTと TRIG、COMを GNDに接続してく
ださい。この場合本機の GND と COM に接続されている他の電源
装置の GND（-V）が接続されることにご留意ください。

トランジスタ出力（シンクタイプ）で
GNDを切り離したい場合、およびト
ランジスタ出力（ソースタイプ）の場
合、本機との間にリレーを挿入して
ください。一つのトリガーで複数の
本機にトリガーを入れる場合は、本
機それぞれにリレーが必要です。

PC のエクスプローラーではファイルのプロパティで「読み
取り専用」にチェックするとロックファイルに、チェックを
外すと非ロックファイルに変更することができます。

SD カードの DCIM フォルダの下に動
画用フォルダと写真用フォルダが生
成されそれぞれのフォルダ名とファ
イル名は右図のようになります。

本機の SD カード録画エリアは右図をご参照ください。
ロックファイルの保存は SD カード全体の最大 30％を
目安としています。トリガーを受付けられない状態
（ロックエリアが満杯）になると本体では音声と画面表
示のメッセージでお知らせします。
下表に参考時間を示します。

IV 録画動作の仕組み
Advise

• 動画は録画単位（t）ごとに SDカードに繰返し保存されます（ループ）。
• 非ロックファイルで SDカードが満杯になると、最も日付の古い非ロックファイルを上書きしながらループします。
• トリガー入力を受付けるとトリガータイミングの動画とその前後の合計 3 動画を 3 ファイル分ロック（上書
き禁止）して保存します（トリガーロック）。

• 録画単位（t）は「1分」「3分」「5分」から選べます。

トリガー保存中のファイルに、新たなトリガーが入った場合V
Advise

• トリガーとトリガーが近接した場合の動作は下図をご参照ください。
なおトリガータイミングのロックファイルの保存中に新たなトリガーが入っても無視されます。 

VI お手入れ方法
Advise

カメラレンズについたゴミや汚れは、動画が不鮮明とな
る場合があります。汚れはこまめに確認し、汚れがある
場合は柔らかい布などを用いて拭き取るようにしてく
ださい。

III 本機の初期化（工場出荷状態へ戻す）方法について
Advise

フォルダ名 ファイル名

YYYYMMDD
YYYY：西暦4桁、MM：月、D：日

動画

DCIM0001写真

ADR_xxxx.MOV
xxxx：0001からの連番

PICTxxxx.JPG
xxxx：0001からの連番

32GB SDカード ① 全体 ② ロックファイル

Full HD動画（1920×1080）

HD動画（1280×720）

2M写真

約 273分

約 407分

約 82分

約 122分

2M 写真の場合 5000枚程度

設定画面の「システム設定」の「設定初期化」を実行します。
注：この操作で「日時設定」は初期化されません。
変更必要時は、「システム設定」の「日付設定」にて直接入力してください。

電源 ONの状態で、本機の RESETスイッチをピンまたはクリップな
どで押します。

お手入れの際はベンジン・シンナーなどを使用しな
いでください。変質・変形などの原因となります。

トラブルやエラーの対処について

知っておくと便利なこと

Q&A

Question Answer

電源が入らない

設定画面で、勝手にカーソルが移動する トリガーが入った状態になっている可能性があります。

トリガーポイントはどこにありますか ? 動画の再生時に画面の右下に赤ドットが表示されたときが、トリガーポイントです。

トリガーが入らない

ADRVIEW起動時にファイルを見失う

SDカードを正しく認識しない SDXCには対応しておりません。必ず SD、SDHCの規格製品をご使用ください。

設定中の録画はどうなりますか ? 各種設定中は、録画は止まります。

電源ランプが光っていない場合、配線が合っているか、電圧が DC5V～ 48V の範囲かを確認
ください。

空き容量があるのに容量一杯のエラーが
表示される

必要なファイルを別に保存した上で、本体にてフォーマットしてください。
不要なデータがあると、正常に動作しない恐れがあります。

USB ポートはどのような使い方ができま
すか？

1

2

3

4

5

6

7

8

9

動作中の PCに接続すると、SD内にアクセスし、ファイル操作ができます。
本機に給電が可能ですが、記録動作の保証はありません。

リレー接点から本機まで距離があると、うまく接点が入らない場合があります。
5m以内で配線してください。

管理者権限のある PCで使用してください。
それ以外で使用すると、ソフトが正常に動作しないことがあります。

ナイトビジョンとはどの様な機能ですか？

オートフォーカス機能はありますか？ オートフォーカス機能はありません。

画面が揺れる動画が保存される

MOV 形式に対応したプレーヤーを使用していますか？汎用プレーヤーで動画を再生できない

本機を廃棄したい

10

11

12

13

14 各自治体のゴミ分別ルールに従って廃棄してください。

暗所にてある一定の明るさになると、撮影画像がモノクロに切替り暗い場所でも撮影が可能になります。

CMOS カメラのローリングシャッター特性により、撮影画像が点滅する場合があります。本
機の周波数設定を切り替えてみてください。また振動の影響で揺れて撮影されることがある
ので、振動に対する対策をしてください。

*1 英語圏、中国語圏での使用を目的としているものではありません。　
*2 ご購入時に装着している電池は寿命が短くなる場合があります。

アプリ名 ADRVIEW（Windowsアプリ） 推奨 PCスペック Windows7以上が動作する PC

機能 写真の再生、ロックファイル動画 /非ロックファイル動作の選択表示、動画の再生とスロー再生

最大 30％

① SD カード全体の容量

② ロックファイルエリア（上書き禁止に）
非ロックファイルエリア（上書き可能）

SDカードが挿入され
ていません

SDカードを挿入し
てください

SDカードが書き込み
禁止になっている

書き込み禁止を解除
し挿入し直してくだ
さい

SDカードがフォー
マットされていません

SDカードをフォー
マットしてください

SDカードが読み込め
ない

別の SDカードを使
用してください

SDカードの容量がいっ
ぱいです

ファイルを消すか上
書き禁止を解除し、
空きを増やしてくだ
さい

エラー表示 エラー内容 対応

ビデオファイルはあ
りません

録画を行ってから確
認してください

写真ファイルはあり
ません

撮影を行ってから確
認してください

信号入力に異常があ
ります

販売店またはメー
カーへご連絡下さい

ファイルがプロテク
トされています

ファイルのプロテク
ト解除後、削除して
下さい

プロテクトされたス
ロットがいっぱいで
す

プロテクトファイル
の解除を行ってくだ
さい

エラー表示 エラー内容 対応

F ビューアー（ADRVIEW）で確認する
Function

記録された動画や写真を表示するビューアーソフト「ADRVIEW」は、本機に SDカードを挿入すると
自動でコピーされます。
i） この ADRVIEW.EXEファイルをダブルクリックなどの方法で起動します。

G 時計のバックアップについて
Function

本機には内部時計バックアップ用にリチウムボタン電池を搭載しています。新品電池の場合、約2年で寿命に
なりますが、早めに交換してください。また電池を交換された場合は、再度時計を設定してください。

ii） ロックファイルがない場合、「ファイル
が見つかりません」が表示されますが、
そのまま OKを押してください。

iii） ロックファイルがある場合は、
ADRVIEWが起動し、ロックファイル（トリガー前後の上書き禁止となったファイル）リストを表示します。

iv） 画面の右側のリストから再生するファイルを選択し、再生ボタンを押すと再生をされます。

時計以外の設定値は、電源を
OFFしても消えません。

再生する

SDカード内の、動画ファイルまたは写真ファイルを
再生するには、次の方法があります。
方法 1　本機の LCDモニタで見る
1. ［録画を確認する］画面にて、
［動画を再生］または［写真を再生］を選択します。

2. ファイル選択し、［OK］ボタンをクリックします。

方法 2　本機専用のビューアーソフト
ADRVIEWで見る

1. 本機に装着している SD カードを取
出し、パソコンに装着します。または
パソコンと本機を市販 USB ケーブ
ルで接続します。

2. SDカード内の ADRVIEW実行ファイ
ルを選択しダブルクリックして起動
します。

3. 右側のファイルリストから
ファイルを選択します。

4. 再生ボタンをクリックします。

D ファイルの削除やロック /非ロックを切替える
Function

動画や写真を再生し、BACKキーを押すと、ファイル
管理画面になります。この画面で、ファイルの削除や、
ロック/非ロックの切り替えを行います。

ファイルの削除方法
「シングルを削除する」または「すべて削除」を実行してください。
ロックファイルを削除する場合は、
先にロックを解除してください。

ロック /非ロックの切替方法
「ファイルをロックする」または「ファイルのロックを解除」を実行してください。

ファイル管理

シングルを削除する 前画面のサムネイル画面で選択したファイルのみを削除します。

すべて削除 全てのファイルを削除します。

ファイルをロックする 前画面のサムネイル画面で選択したファイルをロック（上書き禁止）にします。

ファイルのロックを解除 前画面のサムネイル画面で選択したファイルを非ロック（上書き可能）にします。

単一のビューに戻る 選択したファイルを再生します。

サムネイル表示に戻る ファイル一覧に戻ります。

録画に戻る 録画を再開します。

動画サムネイル表示
写真サムネイル表示

ナイトビジョンON ロックファイル保存中

動画再生中
動画再生一時停止中

マイクオフ（MUTEが有効） SD カード検出

USBカードリーダーモード

アイコンと仕様

ファイル管理画面項目

動画の録画中
撮影中（シャッター待ち）
（シャッター後の）写真保存中

動画録画時間
1：1分/ファイル
3：3分/ファイル
5：5分/ファイル

録画画質
FullHD：1920×1080
HD：1280×720

TRIG信号受付
（動画画面の右下）

電源供給あり
（コネクタ端子orUSB）

動画録画時間が 1分の場合 00:00から 00:59とカウントします。
（録画中の動画画面の下）

早送り（x2～ x16）
逆送り（x16～ x2）

OFF/接点開き/オープン/無電圧 

ON/接点閉じ/クローズ/0V（GND） 
0.5秒以上 

TRIG 信号に 3V 超えの電圧を印加しな
いでください。故障の原因になります。

禁止

上図は接続例を示しています。お客様の環境を十分に確認の上接続
してください。

アイコン 機能

ADRVIEWの表示サイズを変更

ADRVIEWを終了

参照ファイルを開きます。

スロー再生します（1/2、1/3、1/4、1/5）。

現在表示している画像のスナップ写真を
撮影

ファイルを削除します（ロックファイルは
ロックを解除してください）

トリガータイミングのロックファイル中で、
実際のトリガーが入った時点を示す 赤色：トリガータイミングのロックファイル

黄色：トリガー前後のロックファイル

• 言語の設定
• SDカードの初期化
• SDカードのスピードのテストを行います。
• 情報（ソフトのバージョンを示します）

アイコン 機能

再生、停止、一時停止

倍速再生します（2倍、3倍、4倍、5倍）。

音声のボリュームを調整します。

ループ再生の切替ができます。

画面を 180度反転させます。

表示ファイルを切替えます（ロックファイル前
後のみ表示と全てファイルを表示します）。

画面の色を調整します。
• 明るさを設定します。
• コントラストを設定します。
• 彩度を設定します。
• 設定をリセットします。

アイコン一覧

TRIG
GND

動画フォルダは録画開始時に当該日のフォルダがなければ新規生成します。動画ファイル名の連番部は 0001 から
9999 で自動生成します。ロックされていなければ動画フォルダの日付をまたがって最も古い動画ファイルの録画を
行います。
写真フォルダ名は、DCIM0001に固定です。写真ファイルは上書きされません。SDカード全体の 30%または 500MB
が上限です。

本機の
「設定初期化」
機能で初期化する

本機の RESET
スイッチを押す

• 本機の RESETスイッチを押
す場合に、金属物が内部に
入り込まないないよう十分
に注意してください。

禁止

メニュータブ 項目 詳細 

電源 ON

ファイル管理

録画画面
［録画に戻る］

［録画に戻る］

Backキー

録画を確認する
［動画の再生］
［写真の再生］

サムネイル画面

Menuキー

撮影画面撮影画面

録画を確認する

C
Function

ファイル管理
［サムネイル表示に戻る］

▲▼でファイルを選
択後にBACKキー

サムネイル画面

トリガータイミング トリガータイミング

SDカードにロック保存 SDカードにロック保存
t

保存
(SD上書 )

ロック
ファイル

ロック
ファイル

ロック
ファイル保存

(SD上書 )
保存

(SD上書 )

ロック
ファイル

ロック
ファイル

ロック
ファイル保存

(SD上書 )
保存

(SD上書 )
保存

(SD上書 )

トリガータイミング 無効トリガー トリガータイミング

保存
(SD上書 )

ロック
ファイル

ロック
ファイル

ロック
ファイル 保存

(SD上書 )

ロック
ファイル

ロック
ファイル保存

(SD上書 )

トリガータイミング

ロック
ファイル

ロック
ファイル 保存

(SD上書 )
保存

(SD上書 )

Question Answer

本機

または

SDカード

市販 USB ケーブル

SDカード

ADRVIEW

ファイルリス
トから再生
ファイルリスト
から再生

ADRVIEWのアイコン
のダブルクリック

方法 2-1

方法 2-2

ADRVIEWで削除する場合は“Function  F  
ビューアー（ADRVIEW）で確認する”を参
照してください。

PLC

OUT

OUT

（リレー出力）

PLC

OUT

COM

COM

（リレー出力）
PLC

OUT

OUT

+V
+V

－V －V

－V

COM
TRIG

GND

TRIG

GND

TRIG

GND

（トランジスタ出力）
[シンクタイプ ]

PLC

OUT

+V
+V

COM

（トランジスタ出力）
[シンクタイプ ]

PLC

リレー

+V

0V

TRIG

GND

TRIG

GND
（トランジスタ出力）
[ソースタイプ ]

独立したリレー出力であれ
ば、2つの OUTを TRIG、
GNDに接続してください。
極性はありません。

接続などは“Function  C  再生する”
の方法２も参照してください。

録画画面

MOV/PICキー

TRIGで
ロック

TRIGで
シャッター

撮影画面撮影画面 撮影画面撮影画面

撮影画面

電源 ON

［単一のビュー
に戻る］

Back
キー

サムネイル画面

▲▼でファイルを
選択後にOKで決定

［サムネイル
表示に戻る］

ファイル管理

再生画面

撮影画面再生中

方法 1

ファイルが見つかりません。

オープン

ディスク

ファイル

パス

E:¥

オープン

ここに、デー
タを保存して
いるファイル
やフォルダを
指定します。

Function  A も
参照してください。

Function  F  も
参照してください。

Function  A  も
参照してください。
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